
数理・データサイエンス・AI 教育プログラムに係る「情報科学」「情報活用」科目について 

2025 年度自己評価 

 

                  ＜履修状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜取組状況＞  

情報科学 

 

 

 

 

 

 

 

 

「情報科学」において授業後の感想を示すが、これからの実社会で身につけておかねばならない 

大切な内容であることを理解できた感想が多くあった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学科名称 
入学 

定員 

履修 

者数 

修了 

者数 

幼児教育 

学科 
50 42 41 

デザイン 

美術学科 
50 14 14 

音楽総合 

学科 
50 9 9 

歯科衛生 

学科 
50 5 5 

情報科学 「数理･データサイエンス･AI」初回の授業後の感想から(抜粋） 
・生活のなかで、AI やデータを既に多く利用していること、それの扱う際注意しなければならないことがあることを改
めて理解した。これらの授業でさらに学び、正しい使い方を知っていきたい。 

・なぜデータサイエンスリテラシーを学ぶ必要があるのかが分かったのでしっかり学びたいと思った。 
・リテラシーや、データサイエンスという言葉の意味を知ることができ、最低限もっているべき素養、知識が共通して
いることが分かった。人手不足や社会の変化によって、学んでいく必要があるのだと知った。 

・AI が普及していっている時代で自分が情報を適切に使いこなしたいと思った。また、そのためにもリテラシーを身に
着けていきたい。 

・OECD 加盟のうち日本は 30 位なのが驚いた。ロボット化や機械化によって労働時間を減らしていくのが大切だとわか
った。 



 

情報活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報活用では、様々なデータ処理の方法を学ぶ内容で EXCEL学習に盛り込んで実践した。 

また、Powerpoint学習の課題で扱うデータや資料と関連付けてまとめることで、データ処理スキル 

アップを期待した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ICTの活用の効果＞ 

上記の「情報科学」「情報活用」の授業のまとめの振り返りからもわかる通り、毎時間行ってきた 

GoogleClassroomを活用した振り返りは、学生一人一人のスキルアップも相まってスムーズに活用で 

きるようになってきていることを実感するとともに、様々な場面での ICT活用への抵抗感が減少して 

きていると感じている。 

   ＜今後に向けて＞ 

このプログラムは、これからの Society5.0 社会で活躍が期待される学生には、意義あるものであ

り、その学びが今後に大いに役立つものである。また、様々なスキルを身につけて実社会で活用でき

る資質能力を育成しておくことは、今後ますます求められるものである。そのため、授業内容を含め、

授業の在り方や扱う素材・データ等についても、常に必要に迫られるものを検討して取り入れていけ

るとよい。 

 

情報活用 「数理･データサイエンス･AI」最終の授業後の感想から(抜粋） 
・AIが浸透してきて、それを利用したデマや画像、動画がたくさん流出するような世の中になってきているので、この
情報は本当に正しいのか、情報元は信用できるのかということを常に意識し、便利だけれど危険性をはらんでいる AI
を有効に活用していく力が必要だということが分かった。 

・AIは進化したほうが世界のためなのか考えさせられた。普通の人間の私より何でもできるのが怖い。 
・現代では AIが常用化していて、私も chatGPTを多用している。身近になってきている AIについて、留意点などを学
べてよかった。 

 


